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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

人／ロボットによる精緻な空間線量計測のための簡易リアルタイム

3D位置測位技術の実現を目的とし、『無線UWB（Ultra Width Band）』

と『複数カメラ物体認識』の2種類の最新普及技術を組み合わせ、原子

炉建屋内に対して簡単に設置でき、安定にリアルタイム3D位置測位可

能な組込システムの開発および評価・検証を行うことを目的として、

以下の項目を行う。 

１）カメラ画像計測分析・組込装置に基づくリアルタイム3D位置測

位システムの開発およびシステム統合・検証 

２）無線UWBを用いたリアルタイム3D位置測位手法の開発 

３）無線UWBを用いたリアルタイム3D位置測位システムの開発と実

験・改良 

４）カスケード接続俯瞰画像方式位置計測の研究開発および計測機

器等の耐放射線性評価 

５）UWB位置測位の精度向上を目指した電磁波抑制材の配置・構造に

関する検証 

６）組込装置「Spresense」および無線通信回路「UWB」の耐放射線

並びに無線通信の検証試験 

２．総合評価 Ａ ・超広帯域無線（UWB)探査と複数カメラ画像解析の組み合わせによる

1F現場での作業員等のリアルタイム3D位置測位手法を構築し、実環

境を類推できる規模の施設で実証試験や照射試験により実装性を示

しており、実現性の高い技術開発と評価できる。 

・マーカーとカメラによる3D位置測位手法は、廃棄物管理などのシス

テムに活用することが見込まれており、様々な分野への適用・波及

が期待できる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


